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(57)【要約】
【課題】緑化構造としての機能および施工性に優れる。
【解決手段】緑化フェンス１は、フレーム部材２と、フ
レーム部材２に囲われた開口面に沿うようにして互いに
離間距離をもって対向配置されるとともに、支柱２１、
２１に対して着脱可能に設けられたネット３、３と、ネ
ット３、３どうしの間に保持された保水性を有する固化
培土４と、固化培土４に水を供給するための潅水手段５
とを備えている。ネット３、３どうしの間の収容領域の
一部には、所定の大きさの開口部Ｒを有して枠組みされ
た枠ユニット６が配置されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支柱と、
　前記支柱どうしの間の平面に沿うようにして互いに離間距離をもって対向配置されると
ともに、前記支柱に対して着脱可能に設けられたネットと、
　前記ネットどうしの間に保持された保水性を有する植栽基盤と、
　前記植栽基盤に水を供給するための潅水手段と、
　を備えていることを特徴とする緑化フェンス。
【請求項２】
　前記ネットどうしの間の収容領域の一部には、所定の大きさの開口を有して枠組みされ
た枠ユニットが配置されていることを特徴とする請求項１に記載の緑化フェンス。
【請求項３】
　前記枠ユニット内には、上下方向に延びる導水管が配設されていることを特徴とする請
求項２に記載の緑化フェンス。
【請求項４】
　前記ネットどうしの間の収容領域には、隣り合う前記支柱の中間部どうしを連結する横
材が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の緑化フェンス。
【請求項５】
　前記収容領域には、前記横材の上下方向側に開口部が設けられ、
　前記開口部には、上下方向に延びる導水管が配設されていることを特徴とする請求項４
に記載の緑化フェンス。
【請求項６】
　前記植栽基盤は、その上部側が下部側に比べて保水性の高い材料であることを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれかに記載の緑化フェンス。
【請求項７】
　前記潅水手段は、
　前記ネット上に設けられた雨水受け部と、
　前記ネットの上部に配置され、前記雨水受け部の底部に連通する上部潅水管と、
を備えていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載の緑化フェンス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、植物を植栽するための培土を使用した緑化フェンスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、都市部におけるヒートアイランド現象の緩和や大気の浄化、アメニティ空間の創
出などを目的に、建物の壁面など様々な場所において緑化が行われている。そして、近年
ではブロック塀やフェンスの緑化が行われており、その緑化構造が、例えば特許文献１に
開示されている。
　特許文献１は、メッシュ状のフェンスの下端部に溝状の保持部を設け、その保持部内に
植栽基盤、肥料、保水材などを一体化させた緑化材を挿入保持し、フェンスに蔓性の植物
を絡ませるようにした緑化構造について記載したものである。
【０００３】
　ところが、特許文献１では、蔓性の植物に限定されることから、緑化デザインの自由度
が低いうえ、フェンス下端部の保持部から植物がフェンス全体に絡まるまでに時間がかか
るといった現状がある。そこで、このような問題に対応した緑化構造として、例えば特許
文献２に開示されている。
　特許文献２は、建物壁面とフェンスとの間に土壌を袋詰めした土嚢を複数積み重ね、そ
のフェンス側に植物を繁茂させる緑化方法について開示したものである。
【特許文献１】特開平８－４２２１号公報
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【特許文献２】特開平５－２２７８４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のフェンスなどに採用される緑化構造では、以下のような問題があ
った。
　すなわち、特許文献２は土壌を詰めた土嚢の重量が大きくなるので、設置作業や、土壌
や植物を取り替える際の作業が大掛かりとなり、施工性が低下するという欠点があった。
　さらに、植物を適宜変更する作業を容易に行うことができないことから、例えばフェン
スにデザイン性を必要とした用途に採用し難いという問題があり、その点で改良する余地
があった。
【０００５】
　本発明は、上述する問題点に鑑みてなされたもので、緑化構造としての機能および施工
性に優れた緑化フェンスを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係る緑化フェンスでは、支柱と、支柱どうしの間の
平面に沿うようにして互いに離間距離をもって対向配置されるとともに、支柱に対して着
脱可能に設けられたネットと、ネットどうしの間に保持された保水性を有する植栽基盤と
、植栽基盤に水を供給するための潅水手段とを備えていることを特徴としている。
【０００７】
　本発明では、二重に対向配置されるネットが支柱間の平面に沿って設けられているので
、ネット間の離間距離が支柱の幅寸法程度となり、ネット間に保持される植栽基盤の厚さ
寸法を薄くすることができ、緑化フェンスの軽量化を図ることができる。
　そして、本緑化フェンスが平板状をなす植栽基盤をネット間に保持させる簡単な構造で
あるうえ、二重のネットのうち一方を取り外すことで、ネット間の収容領域を開放するこ
とができるので、植栽基盤の収容作業や交換作業を簡略化させることができ、植物の取り
替えを容易に行うことができる。
【０００８】
　また、本発明に係る緑化フェンスでは、ネットどうしの間の収容領域の一部には、所定
の大きさの開口を有して枠組みされた枠ユニットが配置されていることが好ましい。
　本発明では、枠部材があるので植栽基盤上に載置させることができ、枠ユニット上に植
栽基盤を載置させることが可能となる。そのため、枠ユニットを収容領域の任意の位置に
配置させることで、緑化フェンスの一部に開口部を容易に設けることができ、緑化デザイ
ンの自由度をより一層高めることができる。
【０００９】
　また、本発明に係る緑化フェンスでは、枠ユニット内には、上下方向に延びる導水管が
配設されていることが好ましい。
　本発明では、枠ユニットの上方に配置される植栽基盤内の水を、枠ユニット内の導水管
を通過させて枠ユニットの下方に配置される植栽基盤へ流す構成となるので、収容領域に
配置される植栽基盤全体に水を供給することができ、開口部を設けた状態でも緑化構造と
しての機能を確保することができる。
【００１０】
　また、本発明に係る緑化フェンスでは、ネットどうしの間の収容領域には、隣り合う支
柱の中間部どうしを連結する横材が設けられていることが好ましい。
　本発明では、例えば複数の横材を設けることで、それら横材どうしの間に開口部を設け
ることができることから、緑化デザインの自由度をより一層高めることができる。
【００１１】
　また、本発明に係る緑化フェンスでは、収容領域には、横材の上下方向側に開口部が設
けられ、開口部には、上下方向に延びる導水管が配設されていることが好ましい。
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　本発明では、開口部の上方に配置される植栽基盤内の水を、開口部内の導水管を介して
開口部の下方に配置される植栽基盤へ流す構成となるので、収容領域に配置される植栽基
盤全体に確実に水を供給することができ、開口部を設けた状態でも緑化構造としての機能
を確保することができる。
【００１２】
　また、本発明に係る緑化フェンスでは、植栽基盤は、その上部側が下部側に比べて保水
性の高い材料であることが好ましい。
　本発明では、植栽基盤の下部側に比べて、下方への水の流出が多い植栽基盤の上部側の
保水量を増やすことで、ネット間に保持される植栽基盤全体にわたって保水量を均一化さ
せることができ、植物の発達が一様となるように調整することができ、緑化構造としての
機能を確保することができる。
【００１３】
　また、本発明に係る緑化フェンスでは、潅水手段は、ネット上に設けられた雨水受け部
と、ネットの上部に配置され、雨水受け部の底部に連通する上部潅水管とを備えているこ
とが好ましい。
　本発明では、雨水受け部で雨水を溜めておき、その雨水を雨水受け部の底部から上部潅
水管を通過させて植栽基盤に水を供給することができることから、雨水が確保できる期間
は、上部潅水管に水を供給する手間を不要にすることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の緑化フェンスによれば、植栽基盤において二重のネット間の収容領域に保持さ
せることが可能な薄厚な材料を使用することができるうえ、ネットを取り外すことでネッ
ト間の収容領域を開放することができるので、植栽基盤の収容作業や交換作業を簡略化さ
せることができる。そのため、植物の取り替えも容易に行えるようになり、緑化フェンス
によって形成される緑化デザインの自由度を向上させることができ、緑化構造としての機
能および施工性の向上を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態による緑化フェンスについて、図１乃至図４に基づいて説明
する。
　図１は本発明の実施の形態による緑化フェンスの全体構成を示す立面図、図２は図１に
示す緑化フェンスのＡ－Ａ線断面図、図３はネットの開閉状態を示す図であって、図２に
対応する図、図４は枠ユニットの構成を示す図である。
【００１６】
　図１に示す符号１は、本実施の形態による緑化フェンスであり、植物Ｐを植栽するため
の固化培土を使用して緑化することを目的としたフェンスである。
　図１及び図２に示すように、緑化フェンス１は、フレーム部材２と、フレーム部材２に
囲われた開口面（平面）に沿うようにして互いに離間距離をもって対向配置されたネット
３、３と、ネット３、３どうしの間に保持された保水性を有する固化培土４（植栽基盤）
と、固化培土４に水を供給するための潅水手段５とを備えて概略構成されている。
【００１７】
　フレーム部材２は、地面などの下盤に立設された支柱２１、２１、…と、隣り合う支柱
２１、２１の上下端部どうしを連結する上部横フレーム２２と、下部横フレーム２３とか
ら四角形状に形成されている。
【００１８】
　ネット３は、鋼線などの線状部材を縦横に格子状に組んだ周知の金網状の部材となって
いる。そして、図３に示すように、二重に設けられたネット３Ａ、３Ｂのうちいずれか一
方のネット３（図３では符号３Ａ）は、フレーム部材２に対して開閉可能に設けられてい
おり、四辺のうち下端が下部横フレーム２３に回動自在に支持され、上端が上部横フレー
ム２２に図示しないボルト等の固定手段によって着脱可能に設けられている。つまり、一
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方のネット３Ａを開閉することで、二重のネット３Ａ、３Ｂどうしの間の収容領域を開放
することが可能な構成となり、固化培土４を容易に交換できるようになっている。
　なお、ネット３の網目の大きさは、任意とされるが、フレーム部材２に収容されている
固化培土４が外れたり落下したりしないように配置できる大きさであることが好ましいと
される。
【００１９】
　固化培土４には、例えば、特開２００２－１１９１３０号公報に記載されている基材、
即ちパーライトなどの無機質発泡体に熱融着性繊維を配合させて熱処理により固化してな
る培土基盤を採用することができる。そして、固化培土４は、上部側が下部側に比べて保
水性の高い材料が使用され、例えば粘土や吸水剤などのを多く配合した材料を採用するこ
とができる。このような材料からなる固化培土４は、板状をなし、その厚さ寸法は二重の
ネット３、３どうしの間に収まる厚さ寸法となっている。なお、固化培土４は、予めフレ
ーム部材２（収容領域）に収まるような大きさに固化させて形成しておく。
【００２０】
　図１及び図２に示すように、潅水手段５は、ネット３、３上に設けられた雨水受け部５
１と、ネット６、６の上部に配置され、雨水受け部５１の底部５１ａに連通する上部潅水
管５２とを備えている。雨水受け部５１は、断面視で逆ハの字状をなし、緑化フェンス１
の上部横フレーム２２に固定されている。上部潅水管５２は、適宜な穴（図示省略）が複
数形成されてなり、上部横フレーム２２の長手方向に沿って延ばされた状態で配置されて
いる。
　本潅水手段５では、雨水受け部５１で雨水を溜めておくことができ、その雨水を雨水受
け部５１の底部５１ａから上部潅水管５２を介して、上部潅水管５２に接する固化培土４
に水を供給し、雨水を有効的に活用することが可能な構成となっている。
【００２１】
　また、本緑化フェンス１では、固化培土４を配置させない部分（開口部Ｒ）を有してい
る。この開口部Ｒは、例えば緑化フェンス１にデザイン性が要求される用途で用いる場合
などに、固化培土４の収容領域の任意の位置に配置させるものであり、本実施の形態では
この開口部Ｒに枠ユニット６を配設する構成となっている。
【００２２】
　図４に示すように、枠ユニット６は、縦材６１、６１と横材６２、６２とを所定の大き
さの開口を有する矩形状に枠組みした形状をなし、上下方向に延びる導水管６３、６３が
配設された構成となっている。導水管６２は、上下に配置される横材６２、６２を貫通さ
せた状態で取り付けられている。
　すなわち、枠ユニット６は、固化培土４と同様、ネット３、３（図２参照）間に保持さ
れた状態で配置され、枠部材（縦材６１、横材６２）があるので固化培土４上に載置させ
ることができるとともに、枠ユニット６上に固化培土４を載置させることが可能とされる
。そして、枠ユニット６に導水管６３が設けられているので、枠ユニット６の上方に配置
される固化培土４内の水を、枠ユニット６内の導水管６３を通過させて枠ユニット６の下
方に配置される固化培土４へ流すことができる。
【００２３】
　図１乃至図３に示すように、このように構成される緑化フェンス１では、二重に対向配
置されるネット３、３が支柱２１、２１間の平面に沿って設けられているので、ネット３
、３間の離間距離が支柱２１の幅程度となり、ネット３、３間に保持される固化培土４の
厚さ寸法を薄くすることができ、緑化フェンス１の軽量化を図ることができる。
【００２４】
　そして、本緑化フェンス１が平板状をなす固化培土４をネット３、３間に保持させる簡
単な構造であるうえ、二重のネット３、３のうち一方を下部横フレーム２３を支点にして
開くことで、ネット３、３間の収容領域を開放することができるので、固化培土４の収容
作業や交換作業を簡略化させることができ、植物Ｐの取り替えを容易に行うことができる
。
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　また、枠ユニット６を収容領域の任意の位置に配置させることで、緑化フェンス１の一
部に開口部を容易に設けることができ、緑化デザインの自由度をより一層高めることがで
きる。
【００２５】
　さらに、本緑化フェンス１では、固化培土４の下部側に比べて、下方への水の流出が多
い固化培土４の上部側の保水量を増やすことで、ネット３、３間に保持される固化培土４
全体にわたって保水量を均一化させることができ、植物Ｐの発達が一様となるように調整
することができ、緑化構造としての機能を確保することができる。
　さらにまた、雨水受け部５１で雨水を溜めておき、その雨水を雨水受け部５１の底部５
１ａ（図２参照）から上部潅水管５２を介して固化培土４に水を供給することができるこ
とから、雨水が確保できる期間は、上部潅水管５２に水を供給する手間を不要にすること
ができる。
【００２６】
　上述のように本実施の形態による緑化フェンスでは、固化培土４において二重のネット
３、３間の収容領域に保持させることが可能な薄厚で軽量な材料を使用することができる
うえ、ネット３を開閉操作により取り外すことでネット３、３間の収容領域を開放するこ
とができるので、固化培土４の収容作業や交換作業を簡略化させることができる。そのた
め、植物Ｐの取り替えも容易に行えるようになり、緑化フェンス１によって形成される緑
化デザインの自由度を向上させることができ、緑化構造としての機能および施工性の向上
を図ることができる。
【００２７】
　次に、上述した実施の形態の変形例について、添付図面に基づいて説明するが、上述の
実施の形態と同一又は同様な部材、部分には同一の符号を用いて説明を省略し、実施の形
態と異なる構成について説明する。
　図５は実施の形態の第１変形例による緑化フェンスを示す図であって、図２に対応する
図である。
　図５に示すように、第１変形例による緑化フェンス１Ａでは、実施の形態の枠ユニット
６（図２参照）を設けない構成であり、ネット３、３どうしの間の収容領域には、隣り合
う支柱２１、２１（図１参照）の中間部どうしを連結する横材７、７が設けられた構成と
なっている。すなわち、横材７、７を設けることで、それら横材７、７どうしの間、横材
７と上部横フレーム２２との間、或いは横材７と下部横フレーム２３との間に開口部Ｒを
設けることができる。したがって、本第１変形例では、上述した実施の形態と同様に、緑
化デザインの自由度をより一層高めることができる効果を奏する。
【００２８】
　図６は実施の形態の第２変形例による緑化フェンスを示す図であって、図３に対応する
図である。
　図６に示すように、本第２変形例では、上述した第１変形例の同様に横材７、７が設け
られ、各段に対応するようにネット３が分割され、それぞれのネット３を個別に開閉させ
ることができる構成となっている。
　すなわち、第２変形例による緑化フェンス１Ｂは、各横材７、７および下部横フレーム
２３に対して各段に対応するネット３（上から順に上段ネット３Ｃ、中段ネット３Ｄ、下
段ネット３Ｅ）の下端が回動自在に支持されている。そして、上段ネット３Ｃの上端が上
部横フレーム２２に、中段ネット３Ｄおよび下段ネット３Ｅの上端がそれぞれ横材７、７
に着脱可能に設けられている。本第２変形例では、上述した実施の形態の効果に加えて、
ネット３が複数に分割されて個々のネット３の大きさを小さくすることができるので、ネ
ット３の取り扱いが容易となり、固化培土４の交換作業の効率化を図ることができる。
【００２９】
　以上、本発明による緑化フェンスの実施の形態について説明したが、本発明は上記の実
施の形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
　例えば、本実施の形態および変形例ではネット３を下部横フレーム２３（第２変形例に
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おいては上段ネット３Ｃ及び中段ネット３Ｄが横材７、下段ネット３Ｅが下部横フレーム
２３）を回動自在な支点として開閉操作する構成としているが、これに限定されることは
なく、例えば支柱２１に回動自在に支持され、左右方向に開閉する構成、或いはボルト等
の固定手段によりフレーム部材２に対してネット３を取り外す構成や、ネット３をその面
方向にスライドできる構成であってもかまわない。
【００３０】
　また、潅水手段５の形態は本実施の形態に限定されることはなく、雨水受け部５１を設
けずに水供給装置などを使用し、その水供給装置から直接上部潅水管５２に水を送水する
ようにしてもよい。又は、実施の形態の雨水受け部５１と上部潅水管５２に加え、固化培
土４の上下方向で中段部に潅水管を配設することも可能である。
　なお、潅水手段５として、必要に応じてタイマーや施肥設備を組み込むことで、自動で
潅水や施肥を行うような構成とすることもできる。
【００３１】
　また、実施の形態及び変形例では緑化フェンス１の一部に開口部Ｒを設けた構成として
いるが、開口部Ｒを設けない構成、すなわちフェンス全面に固化培土４を配置した構成で
あってもよい。
　さらにまた、フレーム部材２、ネット３、枠ユニット６、雨水受け部５１、上部潅水管
５２の大きさ、形状、厚さ寸法などの構成はとくに制限されることはなく、緑化フェンス
１の用途、使用目的などに応じて任意に設定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施の形態による緑化フェンスの全体構成を示す立面図である。
【図２】図１に示す緑化フェンスのＡ－Ａ線断面図である。
【図３】ネットの開閉状態を示す図であって、図２に対応する図である。
【図４】枠ユニットの構成を示す図である。
【図５】実施の形態の第１変形例による緑化フェンスを示す図であって、図２に対応する
図である。
【図６】実施の形態の第２変形例による緑化フェンスを示す図であって、図３に対応する
図である。
【符号の説明】
【００３３】
　１、１Ａ、１Ｂ　緑化フェンス
　２　フレーム部材
　２１　支柱
　３　ネット
　４　固化培土（植栽基盤）
　５　潅水手段
　５１　雨水受け部
　５２　上部潅水管
　６　枠ユニット
　６３　導水管
　７　横材
　Ｒ　開口部
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